































. ｢公文書館｣ というハード的な側面 (｢ハコモノ｣ 的な側面) ではな
く､ ｢公文書管理制度｣ というソフト的な側面 (制度的・組織的側面)
に着目することが重要である｡











. 上記. および. で指摘した論点については､ 国によって事情が
相当に異なる｡ したがって､ 比較対象としての海外各国の制度の特徴
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保存し､ 市民の利用に供し､ また市政に関する情報を市民に提供し､ 学術・
文化の発展と市政の推進に資することを目的に設置された｡
久喜市の公文書館の役割および公文書管理の特質は､ 次の点である｡
① 久喜市のすべての機関 (学校を除く) の公文書を集中管理している｡
② 保存年限が年目となるすべての公文書を引き継ぎ､ 保存期間満了
後も選別が終わるまで中間庫で集中管理している｡
③ 現用文書から歴史公文書までを､ ｢公文書のライフサイクル｣ に位
置づけた体系的な保存管理､ 企画・調整を行っている｡
④ 公文書館は､ 市の情報公開業務の主管課でもあるほか､ 広報・広聴､
ホームページの主管課でもあり､ 情報発信も担当している｡




文 責：大 友 昌 子
⑤ 公文書はファイリング・システム方式によって管理されている｡
現在の主な収集分野は､ 歴史資料として重要な久喜市の公文書で､ 資料
数は公文書約点 (. . 現在) である｡ また､ 計画書､ 報告
書､ 広報紙､ 統計書､ 自治体史､ 予算書､ 決算書､ 主要な施策の成果､ 議
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久喜市公文書館全景

























公文書管理制度の構築に関する総合的研究 202( 9 )
書係および市政情報係が配置されている｡ 職員は名､ 非常勤や嘱託職員
はおいていない｡
久喜市組織規則第条 (分掌事務) は､ 公文書館の分掌事務を次の点
と規定する｡
 情報公開制度に関すること｡  個人情報保護制度に関すること｡ 
行政資料コーナーに関すること｡  審議会等の会議の公開に関すること｡
 歴史公文書の保存及び利用に関すること｡  公文書館活動としての調
査及び研究に関すること｡  非現用公文書の管理に関すること｡  ファ
イリング・システムに関すること｡ 	 施設の維持管理に関すること｡ ま
た､ これらの分掌事務のうち､ 公文書係は､  歴史公文書の保存及び利
用に関すること､  公文書館活動としての調査及び研究に関すること､


















とで多くの自治体で生じている､ ｢文書はあるのに､ 公開できない｣ とい
う事態を避けることができる｡
久喜市公文書館条例施行規則は､ 第条において､ 公文書を ｢現用公文
書｣､ ｢非現用公文書｣ ｢歴史公文書｣ の種類に分類し､ 以下のように定
義している｡
 現用公文書 市の職員が職務上作成し､ 又は取得した公文書その他
の記録で､ 保存年限が満了する以前のもの｡
 非現用公文書 現用公文書の保存年限が満了して久喜市公文書館





るものに限る｡) は各所管課が保存し､ ｢現用公文書｣ の一部と ｢非現用公
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地域の歴史と未来を考える｡ ただし､ 久喜市は公の領域､ すなわち個人所
蔵の古文書をどのように利用できる形にするかという領域にまでコミット
























② ～ ③ ④ ～ ⑥
② ～ ⑤ ⑥ ～ ⑩
② ～ ⑩ ⑪ ～ ⑯











公 文 書 館
公文書館条例



























公文書管理制度の構築に関する総合的研究 198( 13 )
久喜市文書取扱規程第条
 保管 現年度 (現年) 及び前年度 (前年) 文書を､ 主管課の事務室内に収納し､
当該主管課が管理することをいう｡










うることが考えられる｡ また､ 保存文書は年度ごとに異なり､ 選別基準に
連続性があるわけではない｡ 文書保存はスペースがあればいくらでも保存
したいし､ 利用率も考える必要がある｡ しかし実際には､ 各年度に蒐集し
た文書の％以下という数値を選別する目安としている｡
もうひとつ､ 保存文書の選別基準に市民の視点を考慮することも重要と






長くなるが､ 他機関との比較を行ううえで､ 参考となるので､ 詳述して
おこう｡
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第条 総務部庶務課長 (以下 ｢庶務課長｣ という｡) は､ 文書の作成等に関し必
要な調査を行い､ 並びにその指導及び改善に努めなければならない｡





 文書取扱責任者は､ 課長補佐又は庶務担当係長をもって充てる｡ ただし､ 課
長補佐及び係長を置かない保管単位にあっては､ 庶務を担当する上席の職員を
もって充てるものとする｡
 文書取扱責任者は､ 課長の命を受け､ 次に掲げる事務を処理しなければなら
ない｡












第条 文書取扱責任者を補佐するため､ 係 (係を置かない保管単位にあっては保
管単位) にファイル責任者を人置く｡
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責任者を補佐する｡
 課長は､ ファイル責任者を選任し､ 又は選任替えしたときは､ 直ちにファイ
ル責任者選任 (選任替) 報告書 (様式第号) により､ 公文書館長に報告しな
ければならない｡
ファイリング文書























第条 文書を保管し､ 又は保存する期間 (以下 ｢保存年限｣ という｡) は次のと
おりとし､ 保存年限を明確にするため次の色別によって表示する｡
() 第種 年 赤色
() 第種 年 青色
() 第種 年 黄色
() 第種 年 緑色
() 第種 年 無表示
公文書管理制度の構築に関する総合的研究 192( 19 )
一般保存庫の保管箱
一般保存庫のファイリング文書
191 ( 20 )
中間庫内オキカエ用箱のファイリング文書
古地図の保管､ 版におさめる
公文書管理制度の構築に関する総合的研究 190( 21 )
酸性紙に挟んだ明治期の文書
古文書等収蔵庫内の受託・受贈文書の保管





ている｡ 職員給与費 (総務管理費) の範囲は､ 年度に館長以下名






















ように､ すべての資料の整理が終了しておらず､ 今後､ 中長期的な公文書
館の経営戦略が必要である｡ 現在､ 市民に対し､ それなりの行政資料・公





して ｢過去を振り返り､ 未来を見据える｣ という理念の定着化を図らなけ








｢文書は誰のものか､ 市民のものか？｣ という問いがあるが､ 文書は市
民だけでなく市役所職員にとっても貴重な財産である｡ しかし､ 市民には








政情報の提供に徹することにあり､ 外国の例のように ｢自分探し｣ に利用
することはできないと考えている｡
187 ( 24 )
() ｢公文書管理法｣ をめぐって
公文書管理法ができたからといって､ 市レベルでの条例化が必要なわけ
ではない｡ もしつくるとすれば､ 出来てることではなく､ 出来ていないこ
























































) ｢公文書｣ とは ｢実施機関の職員等が職務上作成し､ 又は取得し
た文書､ 図画､ 写真､ フィルム及び電磁的記録であって､ 当該実
施機関の職員等が組織的に用いるものとして当該実施機関が管理
しているもの｣ であり､ 国の公文書管理法に準じ､ 公文書管理規
則にいう ｢公文書｣ の定義を引き継いでいる｡
) ｢実施機関｣ とは ｢知事､ 病院事業管理者､ 議会､ 教育委員会､
選挙管理委員会､ 人事委員会､ 監査委員､ 公安委員会､ 警察本部
長､ 労働委員会､ 収用委員会､ 海区漁業調整委員会及び内水面漁
場管理委員会並びに県が設立した地方独立行政法人｣ であり､ 県
情報公開条例に言う ｢実施機関｣ と同じ定義である｡
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) ｢歴史公文書｣ とは ｢歴史資料として重要な公文書｣ であり､ 公
文書管理法に言う ｢歴史的公文書｣ の定義に準じたものとなって
いる｡
) ｢特定歴史公文書｣ とは ｢歴史公文書であって､ 保存期間が満了
した後､ 島根県公文書センターで管理しているもの､ 及び第三者
から歴史資料として重要なものとして寄贈又は寄託されたもの｣



































































































れ､ 文書管理以外に私学関係､ 宗教関係､ 公立大学法人関係等の所掌ごと
に主担当者と副担当者が決まっているが､ グループ内において協力しあっ








































現用文書の保存期間は､ 文書の完結から年､ 年､ 年､ 年､




































ト作成､ 保管､ 行政利用対応､ 廃棄及び歴史公文書としての移管など
の業務は､ 総務課において一括して行われる｡
受入・整理及びリスト作成については､ 地下書庫に文書を引き継ぐ











対象となる場合を除き､ 抜取り､ 取替え又は訂正が禁じられ (規程


















(規程条項)｡ この場合､ 総務部総務課長及び主務課長は､ ファ
イル管理表に廃棄したファイル名又は公文書名及び廃棄年月日を記載






















































ステムは外された｡ その結果､ 現状ではこのシステムは､ 文書の収受の管
























は､ 自らの仕事の結果を ｢きちんと残す｣ ことが徹底されてきていると
いう点が強調されていたように思われる｡
しかしながら､ ｢残したくない｣ という潜在的な意識が残存している




が残ることに対する嫌悪感や､ 政策立案段階における ｢ブレ｣ の証拠が
残ることに対する危機感がそれに当たるのではないかと思われた｡ 強い
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公文書公開請求・任意公開申出の受付数・公文書数 (知事部局のみ)
年 度
公文書公開請求 公文書任意公開申出 合 計 公開率
(県全体)受付 公文書 受付 公文書 受付 公文書
平成年度    #$ $ #$ 資料なし
平成年度  # $ # % # 
平成年度 % #%  #  # 
平成年度  #$  #$  # 











を参照した｡ その他は､ 訪問調査の際の配付資料 (説明資料､ 情報公開制
度のあらましパンフレット) 及び上代の聴き取りメモによる｡
※脱稿後､ 島根県公文書等の管理に関する条例が､ 平成年島根県条例第号と
して成立した (平成年月日)｡ 条例のあらましについては､ 島根県報号
外第号 (平成年) 頁以下｡
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●福島県警における ｢文書 (等)｣ の定義
・ ｢文書｣：｢福島県公安委員……又は福島県警察職員……が職務上
作成し､ 又は取得した文書､ 図画及び電磁的記録｣ (福島県公安
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・公文書の保存期間の基準について (通達 年"月日達 (県
サ) 第号)




















































では情報公開条例に言う ｢公文書｣ ＝現用文書) としており､ 情報公開条
例に基づく公開請求手続を行うことによって開示される｡
 現用文書として永久保存される ｢永年保存｣ の種別が存在する｡ なお､
その他の保存年限の区分は､ 年・年・年・年及び年未満で
ある (規程条項)｡
































を行うことになる (条)｡ 任意公開の申出件数は件である｡ そ
のうち､ 公開 (一部公開を含む) は	
件 (％)､ 非公開・不存
在・存否応答拒否は		件 (	％) となっている｡
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ても現用文書扱いで情報公開に応じた例があり (情報公開の請求理由
は ｢歴史研究のため｣ であった)､ 明治期・大正期の文書についても
請求・申出があれば情報公開に応じることができる｡
















































総務課が負い､ 所管課に貸し出しを行う (規程条)｡ その意味で､ 地下

































 北陸の公文書管理に関する協議会では､ 福井県立文書館を手本に､ と
いう要望が多い｡ 一般的な公文書館における文書の保存と石川県にお
ける文書の保存とを比較した場合､ 大きな違いは､ 歴史公文書として
残すべき文書を ｢公文書｣ から外す取扱をするか否かにある｡ 石川県



















































































(公開件数＋一部公開件数) ÷ (公開＋一部公開＋非公開 [不存在を含む]
＋存否応答拒否) ×  
この場合の件数とは､ 処理件数を指す｡














































に関する事務を所管している｡ なお､ 平成年現在､ 名護市の正規職員
数は名である｡
() 文書の収集について
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程条項)､ 永年文書を撤廃したのは平成年である｡ 年保存
となるのは､ 年にもよるが平均して割強ほどである｡














 簿冊は､ 規程の定める形式による簿冊台帳に登録する (規程条
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 現用文書は各課で管理・保存するのが原則である (文書取扱規程
条項)｡ 文書取扱規程では､ 常に所在を明らかにして分類整理し､
管理しなければならないものとされ (条項)､ 各課長が､ 各課に
おける文書事務を円滑かつ適正に処理するものと規定されている (
条)｡ ただし､ 年保存文書については､ 原課において完結後年を
経過した時には総務課長に引き継ぎ､ 総務課の管理する書庫において
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平成年度    
平成年度    













その他は訪問調査の際の配付資料 (説明資料､ 名護市広報 ｢市民のひろ
ば｣ 号､ 号) 並びに上代の聴き取りメモ及び録音の起こし稿によ
る｡ なお､ 文頭のは聞き書き部分であることを示している｡
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文 責：土 井 崇 弘
上 代 庸 平








) 及び本館 () の他､ アムベルク､ アウグスブル
ク､ コーブルク､ ランツフート､ ミュンヘン､ ニュルンベルク及びヴュル
ツブルクの各支所によって構成される｡ バイエルン州公文書館本館には
つの内部組織があり､ 第部 (一般文書のうち世紀までのもの) 第
部 (一般文書のうち世紀以降のもの) 第部 (旧バイエルン王室枢密











































機能､ コブレンツ)・部門 (行財政に関する専門資料の保管､ コブレン
ツ)・部門 (連邦共和国成立後の歴史公文書の保管､ コブレンツ)､ 部
門 (ドイツ帝国・ドイツ共和国の歴史公文書の保管､ ベルリン・リヒター
フェルデ)､ 部門 (旧ドイツ民主共和国の公文書の保管､ ベルリン・
リヒターフェルデ)､ 部門 (軍事資料の保管､ フライブルク)､ 部
門 (映像資料の保管､ ベルリン・ヴィルマースドルフ)､  (ドイ
133 ( 78 )
ツ民主共和国の政党及び大衆組織からの寄付文書､ ベルリン・リヒターフェ














連邦公文書館の総職員数は､ 名であり､ その内訳は有資格 (アーキ
ビスト又はライブラリアン) の高等官たる公文書館員が名､ その他の
職員が名である (年度)｡ ルートヴィヒスブルク支所には､ 名
の有資格の高等官が置かれている｡ 高等文書館員の専門分野の内訳 (博士
号を授与された専攻分野) は､ 歴史名､ 政治名である｡
日本と比較すると､ いずれの公文書館の人員も極めて充実していると思
われる｡ しかし､ インタビュー調査に協力してくださった各職員 (いずれ
も有資格の高等官) の言によれば､ ｢もっと多くの人員が必要である｣ と
のことであった｡
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る｡ 文書の選別に際しては､ 形式的基準や選別モデル (ただし､ このモデ









131 ( 80 )
ず､ 仮にあったとしても極めて稀であろう｣ という点と､ ② ｢アーキビス
トは､ 文書の歴史的重要性を第一に考えて､ 自身の総合的判断に基づいて
選別を行う｡ それがアーキビストの仕事である｡｣ という点であった｡ な
お､ ｢文書の歴史的重要性｣ に関連して ｢アーキビストが今の歴史を創る｣
という発言がなされていた点に鑑みれば､ ドイツのアーキビストが強調す







支所は刑務所を転用している｡ また､ ミュンヘン市公文書館の場合､ 市長
直轄機関であることが公文書館の予算獲得にとっての有利な事情となって











利用､ 	件)､ その他 (
件) である｡ 利用対象となる文書は､ 主と
して歴史研究のための戸籍・登記・公図関係｡
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② ミュンヘン市公文書館
年間人の訪問利用者に加え､ 約件の郵便申請利用者がある｡




















だが､ 日本との比較に際して､ ①各々のアーキビストが ｢プロフェッショ
ナルとしてのアーキビスト｣ というプライドを持って職務を遂行している
点､ ② ｢アーキビストは､ アーキビスト養成学校 (マールブルク公文書学
校､ バイエルン公文書学校) で学んだ理論に基づいて､ 全国各地の公文書
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館で実践する｣ という体系的運用を行っている点､ ③ドイツ連邦公文書館
ルートヴィヒスブルク支所では､ 中高生対象の教育プログラムを実施する
ことで､ ｢公文書館における実践を通じて､ 歴史を教える｣ という活動を










見られない｡ もっとも､ ドイツを含むヨーロッパにおいても､ 少しずつ意
識の変化があることは否定できない｡
② ミュンヘン市公文書館
公文書館の目的は､ ｢町の記憶｣ ｢市の歴史｣ を着実に残していくことで






益の確保､ 又は立法､ 行政若しくは司法に対する情報の提供｣ を連邦公文
書館の任務とする規定が存在する｡ なおこれに関連して､ 連邦公文書館の
任務とは異なるが､ 個人の出自については､ 教会法 (ドイツにおいては､
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   
文書受入 (書架延長!単位') ((( ) ()( (











利用人数 (個人利用者)    (  
延べ利用人数 ) (( (  )(
利用者閲覧文書件数 ( ( ) ))( ()
文書利用申請数 (遠隔) )   ()  




その他は､ 訪問調査の際の配付資料 (説明資料､ パンフレット) 並びに土
井及び上代の聴き取りメモによる｡
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押したロウ () が付属しており､ これがこの文書の効力を担
保するものであるため､ 切り離さないように保管される｡
123 ( 88 )
州の官庁から移管された文書は､ 官庁の組織ごとに決められた棚









資料だという｡ 写真は森林地の図だが､ 道路や建物､ 水路などが存
在する場合には､ それらも絵で示される｡
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ナチスに関連する戦前戦後の公文書には酸性紙や粗悪な紙が使用
されているものも少なくないため､ 劣化を防止するために中性紙の
箱に収めて保存している｡
文書を綴じていたクリップおよび針は､ 文書の劣化を防ぐために
取り外される｡ 連邦公文書館ルートヴィヒスブルク支所では公文書
学の教育活動も行っており､ 外されたピンが教材として展示されて
いた｡
